































法は同一である．しかし CT や MRI などの検査は，単に
胸部 CT の検査であっても，臨床情報と検査目的によって
撮影方法は様々であり，それら情報なしに各科医師が必要
としている画像情報を適切に提供することは時に非常に困
難である．つまり，検査の依頼内容をいかに適切に放射線
診断部門に伝えるかで，検査の質は大きく異なることとな
る．この方向のコミュニケーションを良好なものとするた
めには，その必要性を各科医師に啓蒙していくしかないよ
うに思われる．
　逆方向の伝達である「結果を報告する」プロセスは，一
般に「画像診断報告書」を発行することによって行われるが，
依頼した各科医師が検査後に報告書を参照せず，患者に大
きな不利益をもたらす事案が多数報告されている．各科医
師は自分の読影能力に十分な自信があり，あるいは報告書
の発行を待てないなどの理由で，そのような事態となるよ
うである．ここには大きな誤解がある．
　肺癌を疑って胸部 CT を撮影し，肺癌を正しく指摘する
ことは，医学部の学生ですら可能だろう．問題となるのは，
自分の専門外の領域，あるいは検査対象となった臓器以外
にたまたま発見される重大病変である．肺癌を疑って胸部
CT を撮影すれば，両肺のほか，甲状腺などの頚部臓器，
乳腺，大血管，肝臓などの上腹部臓器の一部も撮影範囲に
含まれる．これらをくまなく読影する，特に外来診療の合
間にこれを行うことが可能だとはとても思われないし，彼
らが専門外の臓器の CT 所見を適切に読影できなくても何
ら不思議ではない．一方，画像診断を担当する放射線診断
医は，「写っているものは全て見る」ように教育されている．
　全ての報告書が担当医によって確実に確認されることを
保証するシステムを構築することは容易ではない．報告書
が開封されていたとしても，その内容が正しく伝達されて
いるとは限らないのである．以前から読影中に直ちに対処
すべき異常所見を発見した場合には，各科に電話連絡して
いるが，現在では準緊急と判断される所見についても，正
しく情報が伝達されているか，後日診療録を確認すること
としている．
